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維持管理におけるＩＣＴ活用について



次世代社会インフラ用ロボットとして、「現場検証・評価」及び「開発支援」を行う５つの重点分野と対象技術

①橋梁
・近接目視を支援
・打音検査を支援
・点検者の移動を支援

②トンネル

③水中（ダム、河川）
・近接目視を代替・支援
・堆積物の状況を把握

④災害状況調査
（土砂崩落、火山災害、トンネル崩落）

・現場被害状況を把握
・土砂等を計測する技術
・引火性ガス等の情報を取得
・トンネル崩落状態や規模を把握

⑤ 災害応急復旧 （土砂崩落、火山災

害）

Ⅰ 維持管理 Ⅱ 災害対応

・土砂崩落等の応急復旧
・排水作業の応急対応する技術
・情報伝達する技術

・近接目視を支援
・打音検査を支援
・点検者の移動を支援

５つの重点分野

実施フロー

次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進
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現場での活用促進
災害分野

維持管理分野
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ロボットが、短時間に大量で
精細な点検画像を取得

①‘ﾛﾎﾞｯﾄによる点検記録

② 専門家による診断

専門家による目視・打音、
周辺環境等を踏まえた総合
的診断

④‘点検・診断結果の蓄積

3Dﾓﾃﾞﾙ上の正確な位置に、写
真と診断結果を蓄積

③人手での調書作成

点検記録から人手で損傷
写真を抽出
人手で調書作成

平成30年度からトンネル・橋梁の定期点検（各10件程度）において、従来点検の実施に合
わせて、点検記録作成支援ロボットの活用を点検受注者により実施し、3次元的に正確な位置
情報を付した変状等の記録を3次元モデルを介して蓄積する試行を実施
今後、AI等による変状検知機能を組み合わせ、「人手」で行っている点検記録写真の整理等に
ついて実現し、効率的な公物管理の実現を目指す。
【通常の定期点検】

【H30試行】

①近接目視による把握

視覚・打音等による損傷把握

【将来】

■漏水
■鉄筋露出

●AIによる損傷抽出と
区分の自動判別

③調書の自動整理

④成果品納品

紙による記録を事務所・作
業所がデータ管理

教師データの整備

土木技術者による
正しい判断の蓄積

技術
開発

点検記録作成支援ロボットの活用試行について
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